
[目的]内部精度管理手法の個別データ管理(リアルタイム精
度管理)として項目間比チェックがある。今回、生化学項目
(非タンパク性窒素・電解質)の項目間比チェックを日常検
査に導入するに際して、その許容限界を算出し、再検基準

を設定することを目的とした。[方法]2021年 3月〜8月の
全科において T-Bil/D-Bil、BUN/Cre、Na/Cl、Ca/IPに関し
て、各項目が基準値範囲内外(全例)、基準値範囲内、基準
値範囲外の 3パターンで相関係数、平均値、標準偏差
(SD)、許容限界値(平均値±2SD)を算出し、結果に差がある
か確認した。なお BUN/Cre と Ca/IPについては透析患者を
除外し、Creは性別で基準範囲が異なるため、差があるか
確認した。[結果]各項目間比について(例数、相関係数、平
均値、SD、許容限界)の順に、T-Bil/D-Bil について全例は
(4562、0.97、8.07、4.93、-1.79~17.93)、範囲内は(3615、
0.57、8.88、4.92、-0.96~18.72)、範囲外は(947、0.98、
4.98、3.56、-2.14~12.1)となった。BUN/Cre について男女全
例は(23364、0.66、21.10、10.50、0.1~42.1)、男性全例は
(13390、0.66、19.40、10.65、-1.90~40.70)、範囲内は

(5874、0.22、16.90、3.80、9.30~24.50)、範囲外は(7516、
0.62、21.30、13.52、-5.74~48.34)、女性全例は(9974、0.68、
23.34、9.84、3.66~43.02)、範囲内は(4914、0.19、22.18、
5.34、11.5~32.86)、範囲外は(5060、0.65、24.47、12.67、
-0.87~49.81)となった。Na/Clについて全例は(24224、0.65、
1.35、0.05、1.25~1.45)、範囲内は(14249、0.34、1.33、
0.03、1.27~1.39)、範囲外は(9975、0.59、1.37、0.06、1.25
~1.49)となった。Ca/IPについて全例は(6028、0.05、2.79、
0.94、0.91~4.67)、範囲内は(4055、0.14、2.71、0.38、1.95
~3.47)、範囲外は(1973、0、2.95、1.53、-0.11~6.01)となっ
た。[まとめ]今回項目間比チェックの再検基準を設定する
にあたり、基準値範囲内外で許容限界値などに差がみられ

るかを確認した。各項目間比全ての 3パターンで相関係数、
平均値、SDに差がみられた。現検査システムの再検設定で
は範囲内外の各々の設定ができないため、各項目間比全て

全例の許容限界値を再検基準として設定した。許容限界値

が 0未満の値は下限値を 0とした。今後、再検率の評価等
を行なっていきたい。(下越病院検査課-0250-22-4711)
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